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編集兼発行人 

長島 重和   

に順調に運営されています。そして昨年は老朽化した
同好会本部の拠点をどこに移すかが大きな課題でし
た。幸い、日立事業所のご理解の下に、大みかクラブ
の１区画を提供して頂き活動が始まりました。関係者
のご支援に対しまして厚く御礼申し上げる次第です。
今後大みかクラブを茨城支部及び同好会の大みか

拠点として利用するための規則も昨年 11 月１日付で
制定されました。今後色々な形で活用していきたいと
考えています。 
昨年は戦後 70 周年の年となり、首相談話も出され

ました。その中で、歴史から教訓を汲み取り、未来へ
の知恵を学びながら、日本の発展のために尽くすこと
が強調されています。そして現在の少子高齢化の状況
の下で、地方を元気づける地方創生策、そして一億総
活躍社会を目指すことが議論されています。 
茨城支部便りを見ていますと、茨城支部の皆様の中

には、今も尚お元気な方々が活躍しておられます。こ
れからの時代には、シニアの皆様も、色々な形で社会
に貢献出来れば幸いと考えられます。 
日立理科クラブも発足して８年目となりましたが、

その活動が認められて、社会貢献支援財団（安倍昭恵

会長）から“社会貢献賞”を授与されました。 
今後は各種同好会も、一般市民まで含んだ活動とし

て、どの様に拡げていけば良いかを考えたいと思いま
す。 
最後に、皆様並びにご家族の方々のご健康とご多幸

を、心よりお祈り申し上げます。 
今後の時代に対応して 

支部長  久野 勝邦 

明けましておめでとうございます。
日立社友クラブ茨城支部も日立事業

所並びに県内の各事業所のご支援の下

新年を迎えて

茨城支部総会のご案内
平成28年度第114回茨城支部総会の開催を以下に予

定しています。一年ぶりに皆様との語らいを楽しみに、

多数のご参加をお待ち申し上げます。 
１．期日：平成 28 年 5 月 27 日(金) 11:10～14:30 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は別途後報致します。 

茨城支部からのお知らせ 

平成 27 年 12 月 茨城支部役員会報告 
新会員候補 10 名の入会が承認され、12/10 時点で

の会員総数は 1,071 名となった。 
第 65 期第 1回 日立社友クラブ理事会報告 

①12/3 現在の会員総数は 6,499 名で前回から 34
名増加。②第 65 回総会の出席者は 889 名で、悪天候
のためか、昨年より 120 名減。③日立理科クラブの
表彰に関して、庄山理事長より地域社会への日立の
貢献を更に拡げていきたいとの意思表示があった。

茨城支部大みか拠点開設のお知らせ 
日立事業所のご好意により、昨年の 11 月に茨城支

部及び同好会活動の新拠点を大みかクラブに開設し
て頂きました。これからはこの大みか拠点をベース
として、更なる活動の輪を広げていきますので、皆
様のご協力をよろしくお願いいたします。 

｢初出船の朝｣ 

撮影者：大津 博昌 
撮影日：平成 27 年 1 月 2 日 
カメラ：Nikon D-5200 
シャッター速度：1/1000 絞り：f13 
場所：日立市川尻海岸 
撮影余話：私の家は川尻海岸に近く、

毎年初日の出と１月２日に行われ
る漁船の出初式を見るのが楽しみ
となっている。 

  ピーンと張り詰めた空気の中大
漁旗をなびかせながら日の出と共
に大海原に出航し、海に感謝しお神
酒を蒔いて今年の大漁と安全祈願
をする光景は見ていても清々しい。

  これからも同じ風景を見るため
に健康には気を配りたい。 
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作品と娘親子 
平成 27 年 8 月 社中展 

｢

書
道
塾
に
入
会

し
て
お
い
た
わ
よ
。｣

突
然
の
妻
の
言
葉
か

ら
、
私
の
書
を
楽
し

む
人
生
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

２

少し大きな字を書いて、 書を楽しむ 
《古典の臨書に学ぶ》          戸島 均 

一
二
年
前
、
日
立
総
合
病
院
に
勤
務
し

て
い
た
こ
ろ
は
、
仕
事
と
酒
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
息
子
の
野
球
応
援
や
仕
事

が
終
わ
っ
た
と
き
、
私
が
腑
抜
け
に
な
っ

て
呆
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
心

配
し
た
の
で
し
た
。 

当
時
、
仕
事
が
終
わ
る
と
、
病
院
の
す

ぐ
近
く
の
美
味
し
い
焼
肉
の
店
、
城
南
町

｢

朝
楽
苑｣

で
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。｢

鈴

木
鳴
龍
書
道
教
室｣

は
そ
の
朝
楽
苑
の
隣

で
す
。
妻
の
う
ま
い
策
略
で
す
。
そ
れ
か

ら
は
、
毎
週
土
曜
日
は
、
書
道
塾
で
稽
古

し
て
か
ら
、
朝
楽
苑
で
酒
を
飲
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

鈴
木
鳴
龍
先
生
は
、
現
在
七
九
歳
、
書

の
基
本
か
ら
、
丁
寧
に
根
気
良
く
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

稽
古
の
主
体
は
、
古
典
の
臨
書
で
す
。

昔
の
人
の
字
を
手
本
に
し
て
、
練
習
し
ま

す
。
何
も
趣
味
の
な
か
っ
た
私
は
、
不
思

議
な
書
の
魅
力
に
少
し
ず
つ
引
き
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

特
に
、
王
羲
之
の
行
書
や
草
書
を
書
き

始
め
て
か
ら
は
そ
れ
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
王
羲
之
は
西
暦
三
五
〇
年
ご
ろ
の
中

国
、
東
晋
の
人
で
、
書
の
一
番
の
名
人
で

｢

書
聖｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の

頃
、
東
京
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
し
て
い

て
、
東
大
で
の
講
義
の
帰
り
に
は
、
神
田

の
古
本
屋
で
王
羲
之
な
ど
の
古
典
の
本
を

買
い
あ
さ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

初
に
王
羲
之
の
草
書
の
本｢

十
七
帖｣

を
見

た
と
き
は
、
草
書
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
そ
の
字
の
形
も
な
ん
だ
か
奇
妙
で
、

書
い
て
あ
る
手
紙
文
も
、
病
気
の
話
な
ど

が
多
く
て
、
何
で
こ
の
本
が｢

草
書
の
世
界

一
の
手
本｣

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
二
年
、
三
年
と
書
き
続
け
、
王
羲
之

の
行
書
、
草
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
法

帖
の
臨
書
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
そ
の
す

ば
ら
し
さ
が
少
し
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

書
を
始
め
て
一
年
半
た
つ
と
、
半
切
の

条
幅
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
書
で

い
う｢

半
切｣

と
は
、
い
わ
ゆ
る
掛
け
軸
の

一
般
的
な
紙
の
大
き
さ
で
す
。
半
紙
よ
り

は
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
紙
で
す
。
毎
月
、
そ

の
半
切
に
、
王
羲
之
の
草
書
、｢

宋
拓
、
淳

化
閣
帖｣

か
ら
、
十
四
文
字
前
後
を
書
い

て
、
作
品
に
し
て
い
ま
す
。
紙
に
向
か
い
、

筆
を
硯
に
つ
け
、
た
っ
ぷ
り
と
墨
を
含
ま

せ
て
書
き
始
め
ま
す
。
墨
は
紙
の
上
で
溢

れ
か
え
り
に
じ
み
と
な
り
ま
す
。
書
き
進

め
る
に
つ
れ
て
筆
の
墨
は
減
り
、
筆
の
毛

先
が
紙
に
接
す
る
と
、
次
第
に
か
す
れ
て

き
ま
す
。
も
う
書
け
な
い
く
ら
い
に
な
っ

た
ら
、
ま
た
筆
に
墨
を
補
給
し
ま
す
。
筆

と
紙
が
接
す
る
部
分
は
毛
先
付
近
で
、
筆

の
残
り
の
部
分
は
墨
の
補
給
庫
、
い
わ
ば

自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
で
す
。 

 

落
款
を
書
き
終
え
て
全
体
を
見
れ
ば
、

潤
沢
な
墨
量
の
字
か
ら
、
か
す
れ
た
勢
い

の
あ
る
字
へ
の
時
間
的
流
れ
が
繰
り
返
さ

れ
ま
す
。
筆
運
び
の
リ
ズ
ム
と
合
わ
さ
る

と
、
書
は
音
楽
と
似
た
芸
術
と
も
い
え
る

と
思
い
ま
す
。
古
典
の
臨
書
は
、
い
わ
ば

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
に
似

て
い
て
、
そ
の
場
合
、
書
の
古
典
の
法
帖

は
楽
譜
に
、
筆
や
紙
は
楽
器
に
、
そ
し
て

書
く
人
は
指
揮
者
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
描
い
た
字
の
大

小
や
墨
の
潤
滑
は
、
字
の
内
外
の
余
白
と

相
ま
っ
て
、
遠
近
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
す

ぐ
れ
た
書
作
品
に
は
、
四
次
元
の
世
界
が

感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。 

条
幅
を
書
き
続
け
て
一
〇
年
、
最
近
は

さ
ら
に
大
き
な
、
横
二
尺
、
縦
八
尺
の
紙

に
臨
書
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
七
年
八
月
に
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
社
中
展
で
、
こ
の
大
き
さ

の
作
品
を
三
点
出
展
し
ま
し
た
。
娘
と
孫

を
一
緒
に
写
真
に
撮
り
ま
し
た
の
で
、
作

品
の
大
き
さ
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

最
初
の
写
真
の
左
の
作
品
は
、
王
羲
之

の
淳
化
閣
帖
の
中
の｢

七
十
帖｣

の
一
部

(

草
書)

で
す
。
右
は
清
の
呉
昌
碩(

西
暦
一

九
〇
〇
年
頃)

の
書
い
た
般
若
心
経
の
一

部
分
の
臨
書
作
品(

篆
書)

、
二
つ
目
の
写

真
は
、
唐
の
顔
真
卿(

六
五
〇
年
頃)

の
臨

書
作
品(

行
書)

で
す
。
書
を
や
ら
れ
て
い

な
い
方
に
は
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
下
手
く
そ
で
す
。 

 

私
は
、
書
い
て
い
る
時
の
、
爽
快
感
と

い
う
か
、
書
き
終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
み

た
い
な
も
の
が
す
ご
く
楽
し
く
て
続
け
て

い
ま
す
。
た
だ
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
展

覧
会
で
展
示
さ
れ
る
と
異
常
な
恥
ず
か
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

最
近
は
そ
れ
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

う
ま
く
書
こ
う
と
す
る
の
を
止
め
ま
し

た
。
う
ま
く
は
書
け
な
い
の
を
悟
り
ま
し

た
。
展
覧
会
の
賞
や
段
級
な
ど
に
は
興
味

が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

最
近
、｢

い
い
書｣

、｢

悪
い
書｣

と
い
う

の
が
分
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。 

書
に
は
、
上
手
な
書
と
下
手
な
書
、
そ

し
て
美
し
い
書
や
醜
い
書
、
豪
快
な
書
や

貧
弱
な
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
見
、
下

手
に
見
え
る
書
で
も
い
い
書
が
あ
り
、
醜

い
書
や
貧
弱
な
書
に
見
え
て
も
い
い
書
が

あ
る
の
で
す
。
逆
に
悪
い
書
と
は
、
奇
を

衒
い
、
ウ
ケ
を
狙
い
、
う
ま
く
見
せ
よ
う

と
画
策
し
た
書
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
感
じ
出
し
た
の
も
、
旭
町

の｢

ホ
テ
ル
天
地
閣｣

の
隣
の
寿
司
の｢

門

部
屋
本
店｣

で
知
り
合
っ
た
会
社
社
長
で

も
あ
る
関
雲
外
先
生
が
、
東
京
の
書
道
展

を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
り
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
偉
大
な
書
家
の
書
の
現
物
を
見
せ

て
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で

す
。
書
を
通
じ
て
友
人
、
知
人
が
増
え
る

の
も
楽
し
み
で
す
。
あ
と
一
〇
年
続
け
れ

ば
、
い
い
書
と
は
言
え
ず
と
も
、
少
し
は

ま
し
な
書
が
書
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

作品と孫 
平成 27 年 8 月 社中展 

会員投稿 (第５２回 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同好会行事に参加して 

３

「パソコン専門講座」    大越 健児

専門講座は、10 年程前に始まった特定
ソフトの入門講座・勉強会が発展したもの
と記憶します。私は開始以来多くの講座に
参加してきました。 

Acrobat、Dreamweaver、Photoshop Elements など
Adobe関連ソフトやExcelマクロ＆VBAといったもので
す。いささか専門的なソフトになると、個人で勉強し
てもなかなか理解できない(身に着かない)、その点多
人数で情報を交換しながら1講座10回程度の講義で勉
強するのは効果があります。専門講座では輪番制で講
師を担当することが多いのですが、安田世話人の厳し
くも丁寧なサポートによって無事講師を務めることが
できると理解も進みます 
私は現在パソコン関連の３つのグループに関係して

いますが、専門講座で学んだことが資料やテーマ造り

に大変役に立っています。 

 中村汀女講師特選は｢荒涼と
雨を兆せり秋の浜｣小松崎爽
青氏(国分、その後かびれ第
二代主宰)、｢児の土産秋の浜
辺のうつせ貝｣笹軟泥氏(本
社)。大竹孤悠講師特選は｢太陽
は黄に秋の海舟もなし｣桜井啓
祐氏(日立化成)、｢浜の子に今
日が暮ゆく鰯雲｣中村直弥氏
(本社)、｢秋の蝶浜のすゝきに
見失なう｣畠山久仁子(日病)。 
 第10号(昭和36年３月)にも
ビッグな俳句会がある。昭和
36 年１月７日の日立工場新年
俳句大会報告である。｢夏草｣
主宰の山口青邨氏を招いて

いる。同行の人は夏草の高弟、及川あまき氏、石原透
氏、本橋仁氏の方々が載っている。青邨講師特選６句
の中の２句は今でも覚えている。一つは｢寒に入る工場
一大公園なす 石原透｣である。東京から来ていただき
工場を見学され小平台から見た工場を詠んだ句であ
る。もう一つは｢娶らぬ君ななくさ粥を吹き食らふ 立
花ひかる｣である。秀逸の｢芽麦畑見てタービンの翼に
立つ 本橋仁｣には、工場も句に詠めるんだと驚いた記
憶がある。この句は大竹孤悠講師特選にもなっている。
以後｢俳句｣の内容は、終刊 41 号まで続いた巻頭文、

俳句部月例句会の例会報、紙上句会報告、俳句に向か
う姿勢や随筆などである。巻頭は 800～1000 字程度の

文である。 

筆者保存の 
｢俳句｣第 5号 

(昭和 34 年 10 月発行) 

リレー随筆（５４） 

（日）文芸部の思い出     船渡川 俊 

手元に古い B5 のファイルがある。 
ファイルしてあるのは昭和 34 年 10 月
から同 46 年７月までの日立会文芸部
発行の｢俳句｣、文化部総合会報｢ぶん
か｣と｢ぶんか｣中止の後の文芸部｢ぶん
げい｣である。赤茶けたわら半紙の頁か
ら、工場の文芸が花と開いた隆盛時代

が漂って来る。昭和 40 年 11 月に｢ぱんぽん｣百号が発
行された、まさにその時代である。 
｢俳句｣は B5 版２段組みで４～８頁である。残念なが

ら創刊号から第４号まで持っていない。 
この第５号の巻頭は、升水砂光氏(労二・升水博氏)

の写生の題名での俳句における写生の小論を掲載して
ある。文芸部長の檜垣登器具設課長が巻頭文の中央に
囲みで｢霧ひ来る海に魚紋の消えゆけり｣他２句で巻頭
頁を飾っている。５号には、本社日立工場共催俳句大
会の成績が載っている。この俳句会に女流俳人の中村
汀女氏を招いている。巻頭文で｢昭和 34 年 10 月４日に
は虚子門で星野立子と並び称される中村汀女氏が来
た。本社の俳句部の講師である。｣と紹介している。中
村汀女氏を講師に招くことが出来る本社俳句部の力に
今更ながら驚くばかり。当然ながら日立会俳句部講師
の地元日立の俳誌｢かびれ｣主宰大竹孤悠氏も汀女氏と
同席している。本社の出席者は 11 名と大勢の方が来ら
れた。 

探鳥会に参加するようになってもう 13
年を超える。信州の田舎で育ったこともあ
り、厳しい自然の中で、巧みに力強く生き
ている鳥たちを観るのは好きである。その

姿から感動を貰えるので、出来るだけ機会を作り参加し
ている。 
我が家は日立市内茨城大学に近い住宅密集地にある

が、多少庭が広く敷地のすぐ横を鮎川が流れているため
か、四季を通じて多くの野鳥の訪問を受ける。遡上する
鮭を狙うダイサギやジョウビタキなど 18 種類に及ぶ。
最近(９月末)珍客の訪問を受けた。門の内側にカモの

成鳥が一羽殆んど無傷のまま死んで横たわっていた。普
段考えられない場所と鳥であり、今もってどんな形で来
たのか信じられない思いである。とにかく自然の中に野
鳥の姿を追い求め歩き回ることは、体と心の健康維持に

も貢献するので、今後も可能な限り参加していきたい。

「野鳥自然観察」     高木 宣輔 

会 員 のたより  

毎月 20 名強で、毎回の参加者 10 名余を２班に分けて勉
強しております。 

「料理教室」      奥村 清 

２年前から高橋友子先生のご指導のもと、和風・洋
風・中華で毎回異なった各種料理を作ります。作業は
各自勉強したいものを分担して作ります。 
参考までに 11 月のレシピを紹介します。１品目は鶏

の挽肉を使った坦々肉みそ丼、２品目は長芋のマリネ
サラダ、３品目のデザートはパン粉クッキーでした。
デザートは土産としての持ち帰り用を含めて余分に作
り家族に喜ばれました。 
 今後腕を磨き、家でも料理が作れるように習得して
いきます。 

昨春、社友クラブに入会させていただ
き、今春から料理教室に参加、料理作りを
勉強しております。 
教室は月２回、第２・第４月曜日に実施、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。)

編集後記 会員の皆様、あけましておめでとうございま
す。昨年の漢字一文字は｢安｣でした。本年は真に安全な
年であって欲しいものです。 
船渡川さんのリレー随筆で紹介された工場の文芸隆

盛時代を再現すべく、｢俳句｣記念号を発行できないもの
でしょうか。戸島さんの会員投稿、氏は栄誉を目標とせ
ず｢いい書｣を求める書道とされました。稽古事を始めよ
うとされている方の一つの指針となりそうです。 本号
は大みか拠点での編集１号となります。  長島 重和

訃 報 衷心よりご冥福をお祈り致します。 
鬼沢 孝雄  平成 27 年 02 月 27 日 享年 92 歳 
神山 清次  平成 27 年 06 月 27 日 享年 86 歳 
小澤 博   平成 27 年 07 月 16 日 享年 67 歳 
細田 泰生 平成 27 年 09 月 15 日 享年 87 歳 
石原 政男  平成 27 年 10 月 09 日 享年 81 歳 
戸島日出雄  平成 27 年 10 月 14 日 享年 87 歳 
齋藤  茂樹  平成 27 年 12 月 11 日 享年 76 歳 
岩尾 稔直  平成 27 年 12 月 12 日 享年 80 歳 
加納 勝好 平成 27 年 12 月 23 日 享年 71 歳 

同好会の行事ご案内（２月～４月） ２．第６４回歩こう会 【勝田駅近郊の桜】 

例年の桜の花見ウォークを、今回は旧勝田市内、桜
の名所めぐりで計画しました。それぞれの事業所内を
歩くことも出来ます。花の香りの中で、皆さんと共に
春暖の楽しいウォーキングをしましょう。 
・開 催 日：平成 28 年 4 月 7日(木) 雨天 4月 14 日(木)

・集 合：JR 勝田駅東口交番前出発 10:15 
JR 時刻：勝田着上り 10:03 下り 9:460

・コ ー ス：勝田駅出発 10:15→日立工機構内→ 
自衛隊勝田構内→市立石川グラウンド
(昼食)→旧勝田工場構内→勝田駅東口着
14:00 解散 平坦地 6.0km 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等  
・会 費：200 円(非会員 500 円) 
・申込締切：3月 31 日(木) 
・申 込 先：歩こう会南地区世話人 垣貞 玲吉 

Tel/Fax：029-274-1727  
E-mail：kakisada@ae.auone-net.jp 

１．第６７回研修会  
 [成田航空博物館見学と成田山新勝寺参拝] 

圏央道のつくば JCT と大栄 JCT が開通した機会に成
田航空博物館、成田空港 空と大地の歴史館、三里塚御
用牧場記念館、他を見学し、帰路に成田山新勝寺を参
拝致します。皆様の参加をお待ちしております。 
・開 催 日：平成 28 年 3 月 16 日(水) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大甕支店前)  8:00 

日立電鉄交通サービス南営業所 8:20 
・帰 着：大甕駅前   17:25 頃の予定 
・会 費：6,000 円予定(バス、昼食代、他） 
・募集人員：先着 40 名 
・申込締切：1月 30 日 
・申 込 先：石田 和夫   

Tel/Fax：0294-34-0209 
E-mail：ishida.kazuo@nifty.com 

 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時 間  備   考  
2 月 3 月 4 月

野鳥自然観察 
グループ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

15(月)   涸 沼 9:00～ 
参加費:\300/回 
原則雨天中止  21(月)  高戸海岸 9:00～ 

  25(月) 水沼ダム 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 080-3443-3577 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

10(水)
 9(水)
大会 13(水)

大みか拠点 
 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\1000 

24(水) 23(水) 27(水)

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

18(木) 17(木)
21(木)
大会

大島コミュニティ
センター 

  9:00～ 
参加費：\200/回

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

8(月) 14(月) 11(月)
明治商会  10:00～ 参加費:\1700/回

22(月) 28(月) 25(月)

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

3、10
17(水)

2、9
16(水)

6、13
20(水)

会瀬体育館 
9:00～ 

12:00 
参加費、会場費等
まとめ:\4500/年

デジカメ 
クラブ 

若島喜和 0294-24-2425 
wakasima@net1.jway.ne.jp 

1(月) 7(月) 4(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

写真五七五 
武田孝一 0294-36-1469 
takedaks@future.ocn.ne.jp 

5(金) 4(金) 1(金)
大久保 

交流センター 
  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

2(火) 1(火) 5(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\200/回
昼食別途 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

9(火) 8(火) 12(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

23(火) 29(火) 26(火) ひたちなか市 
ワークプラザ 

 13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回

続 PSE13 講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

19(金) 18(金) 15(金) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

ExcelPT 講座 25(木) 24(木) 21(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

 注）旅行会（連絡先；安田 出）は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  
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